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Rotary Opens Opportunities 

ソ ン グ それでこそロータリー 

幹 事 報 告  

1. 山田益ガバナー補佐より、2022-2023年度上伊那  

 グループガバナー補佐候補者推薦委員会のご報告が  

 参りました。箕輪RCの山口健雄氏が推薦され、承認 

 されました。 

2. 尾張旭RCより、創立50周年の記念品をいただき 
 ました。 

【7月のプログラム】 
  1日（木）休会(特別休会) 

  8日（木）初例会・新任式・総会 

       (内規の承認、行事予定発表) 

 15日（木）委員会事業計画発表 

       (伊那中央・箕輪RC来訪)  

       ※例会終了後 旧理事会(決算承認)  

 22日（木）休会(法定休日) 

 29日 (木) 決算報告(辰野RC来訪)※例会終了後理事会 

 ☆おしらせ 

  ・7月8日(木)例会終了後、クラブ協議会(年度始  

   め)を開催致します。 

   次期役員・委員長の方はご出席願います。 

  ・第62年度 第1期分会費     55,000円 

         ゴルフ部年会費    12,000円 

         ロータリー財団寄付金  2,500円  

  これらを、7月12日(月)銀行口座より、引落とさ 

  せていただきますので、よろしくお願い致します。  

現・次期合同理事会報告  

・次年度委員会構成、行事予定、予算、定款および細  

 則変更、名誉会員、伊那中央RCとの取決め事項、 

 同好会役員、これらの承認 

・7月1日からの事務局勤務時間変更についての承認 

 現 行 10：00～15：00 

 変更後  9：30～14：30  

委員会報告 会員増強オンラインセミナー報告 

          向山賢悟次期会員増強委員長 

クラブの未来を確保するために、会員増強を図ること

と同時に、現会員の活発な参加促進も 

進め、更には、公共イメージ向上委員 

会とのコラボレーションによってロー 

タリークラブ自体の認知度アップも会 

員増強につなげる。 

・女性会員の増強・各グループ純増１０名 

・地区全体としての会員２０００名の堅持 

基調講演 

東京広尾ロータリークラブの服部陽子さん 

テーマ「多様性で会員基盤を広げる」 

服部さんが所属している東京広尾クラブは外国人が活

躍できるクラブ、海外からのビジターを受け入れるク

ラブということで会員数は２８名と少数ではあります

が、日本人２１名に対して外国人が７名、また、男女

比率も男性１３名に対して女性１５名というメンバー

的にもとても多様性に富んでいる、 

ダイバーシティという考えが進んでいるクラブであり

ました。そうしたクラブに所属をしているからこそ、

多種多様な価値観を受け入れる雰囲気であり、また、

グローバルな視点から会員増強についての考えをお話

してくれました。 

いくつかあるなかで印象に残った部分をご紹介します

と、ロータリーの創立時には、会員は「ロータリーク

ラブは世界のどんなクラブとも違う素晴らしいもので

ある。」と心から信じていて、信頼できる仲間もいるし、

社会の役にも立っている、自己研鑽もできるなど、本

当にクラブにとても満足していたと。 

だからこそ、友人にも知人にも心の底から入会を誘う

ことができていたんだと。 

ですから、会員増強を本気で進めるには、そうした原

点の頃の思いをもう一度、思い出す必要があるという

ことを話されていました。 

その他、次期地区会員増強委員長からの活動報告や、

各グループに分かれてのグループディスカッションが

行われました。 

各グループ、各クラブ共に会員増強に関しては、これ

だ！というような方法があるわけではなく、やはり人
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脈などを頼りに地道に勧誘していくことが一番

の近道であるといったような話のまとめになり

ましたが、若い世代や女性をターゲットにした戦

略や退会者を出さない戦略、それにコロナ禍とい

う状況を考えた会員増強といったところは具体

的に考える必要性を強く感じました。 

出 席 報 告 会員数 54名 内出席免除 15名  

出席者37名 事前メーキャップ0名 出席77.08％ 

ニコニコボックス  

山田 益 6月末で上伊那グループガバナー補佐

の任務が終わります。1年間、大変お世話にな

りました。 

中山一郎 SBCテレビで、弊社のエコへの取組み

が放映されます。 

荒木康雄 移動スーパー「とくし丸」の 7号車が

稼働スタートし、伊那市と「見回り協定」を締

結しました。 

山崎秀亮 藤澤会長をはじめ、役員の皆様、1年

間おつかれ様でした。 

唐木 拓・唐澤洋祐 「ヒルクライムレース」へ

の募金をありがとうございました。参加者への

賞品にさせていただきます。 

ゴルフ部 小松献臣・塚越 寛・笠井俊朗・ 

 平澤泰斗・増田 清・竹腰哲夫・熊谷吏朗・ 

 中山一郎 

第61期役員一同 1年間大変お世話になりました。 

年間ラッキー賞(4回) 

小林旬子・八木択真・唐澤洋祐 

 

 

 

 

 

 

 次期予算発表 小松幹事より、現・次期合同理事

会において、予算が承認された報告があり、小林

旬子次期会計より第 62期予が発表された。 

会 長 挨 拶 藤澤洋二会長 

一年間、皆様にはご協力いただき 

おかげさまでつたない会長でしたが、 

なんとか一年、務めることができま 

した。大変お世話になりました。 

御礼申し上げます。ありがとうござ 

いました。 

ある親切な会長経験者の先輩から、会長を務め

るにあたって二つのアドバイスをいただきまし

た。第一に、会長談話について。会長エレクトの

時に、一年間の会長談話の題材を考えて書き留め

ておきなさい。その先輩は、会長任期を終えた時

に、準備していた会長談話のストックがまだ残っ

ていたとのことでした。その先輩の第二のアドバ

イスは、伊那ロータリー顕彰の候補者を考えてお

きなさい、創立記念日の近くになって慌ててもい

けないから、顕彰者を時間をかけてしっかり探し

ておきなさい、ということでした。 

会長談話は、私は子供の時から夏休みの宿題は

最後の 2日間に何とかするという性格でしたので、

会長談話の題材を用意しておくことができず、せ

っかくのアドバイスを生かすことができません

でした。 

伊那ロータリー顕彰については、早くから、小

松幹事さんとご相談していたところ、小松幹事さ

んが、広い人脈を駆使して探して下さり、顕彰す

べき立派な団体を顕彰することができました。 

小松幹事さんには、伊那ロータリー顕彰のみなら

ず、一年間のロータリー活動のすべての面で完璧

にフォローして下さいました。小松幹事さんに感

謝申し上げます。ありがとうございました。 

最後になりましたが、一年間、新型コロナ感染

に翻弄され、ロータリークラブ活動において会員

相互の懇親の活動の機会を設けることがほとん

どできなかったことを、誠に残念で申し訳なく思

っております。しかしながら、今年度伊那ＲＣの

重点目標「ロータリー活動を継続しよう」「会員

増強と退会防止をはかろう」「IMを成功させよう」

に対して、会員の皆様にご協力いただき、一定の

成果を上げることができ、ロータリーの活動にお

いて力を合わせて困難を乗り越えるチャレンジ

をすることができたのではないかと考えており

ます。山田益ガバナー補佐、中山一郎副会長、小

松献臣幹事、唐木拓ＳＡＡ、平出吉範 IM 実行委

員長、理事の皆様、すべての会員の皆様、そして

事務局の安藤様、清水様のご指導、ご協力、ご尽

力に深く感謝申し上げます。一年間、誠にありが

とうございました。 

来月７月から、日頃からロータリー活動に大変

真面目に取り組んでこられた、実力者の平澤泰斗

さんが満を持して、新会長として伊那クラブを引

っ張り、小河節郎さんが幹事としてしっかり支え

ていかれることと思います。新会長・新幹事のご

活躍と伊那クラブの躍進を祈念いたします。 

皆さん、本当にありがとうございました。 

役員・理事退任 

唐澤幸利・小林旬子 

笠井俊朗・荒木康雄 

吉澤祥文・唐木一平 

中山一郎・平澤泰斗 

藤澤洋二・小松献臣 

小林孝行・宮下金俊 

小河節郎・唐木 拓 


